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前
号
目
次

邸
第
呼
称
の
命
名
―
『
源
氏
物
語
』
長
編
化
の
一
手
法
―  

飯
田
　
実
花

志
賀
直
哉
「
邦
子
」
の
方
法
―
初
出
誌
『
文
藝
春
秋
』
を
通
し
て
―  

尹
　
　
美
羅

明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
外
来
語
に
付
さ
れ
る
補
助
符
号
に
つ
い
て 

藤
本
　
能
史

―
表
記
形
式
ご
と
の
使
用
状
況
の
比
較
を
中
心
に
―

人
名
に
使
わ
れ
る
漢
字
の
用
法
の
変
化
に
つ
い
て 

岡
島
　
昭
浩

─
一
字
一
音
（
一
字
一
拍
）
の
読
み
を
中
心
に
─

紹
介
　
金
智
慧
著
『
明
治
歌
舞
伎
史
論
―
懐
古
・
改
良
・
高
尚
化
』 

李
　
　
俊
甫

紹
介
　
尹
芷
汐
著
『
社
会
派
ミ
ス
テ
リ
ー
・
ブ
ー
ム 

　
　
　
　
　
　
　
　
日
中
大
衆
社
会
と
〈
事
件
の
物
語
〉』 

田
中
　
聡
一

彙
報

語
文
　
第
百
二
十
二
輯

　
令
和
六（
二
〇
二
四
）年
六
月
二
十
五
日
　
印
刷

　
令
和
六（
二
〇
二
四
）年
六
月
三
十
日
　
発
行

編
集
・

発
行
者 

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会

 

〒 

560－ 

8532
　
大
阪
府
豊
中
市
待
兼
山
町
一
―
五

 

大
阪
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科

 

日
本
文
学
・
日
本
語
史
学
研
究
室

 

代
表
　
岡
島
昭
浩

 

振
替
口
座
〇
〇
九
四
〇
―
四
―
二
四
六
四
一

 

電
話
　
〇
六
―
六
八
五
〇
―
五
一
一
一

印
　
刷
　
能
登
印
刷
株
式
会
社

編
集
後
記

　
『
語
文
』
百
二
十
二
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

大
学
院
生
か
ら
の
原
稿
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
昨
年
度
か

ら
ス
タ
ッ
フ
に
加
わ
っ
た
浅
井
先
生
と
北
﨑
先
生
の
論
文
と
、
会
員
か
ら
の

投
稿
で
、
古
典
四
本
、
近
代
三
本
、
日
本
語
史
学
二
本
の
計
九
本
と
紹
介
二

本
、
と
、
通
常
の
号
と
し
て
は
、
多
め
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
四
月
か
ら
は
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
近
世
文
学
の
宮
本
祐
規
子

先
生
を
お
迎
え
し
、
日
本
文
学
・
日
本
語
史
学
講
座
と
し
て
、
教
員
が
揃
っ

た
形
と
な
り
ま
し
た
。

＊　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　

＊

　

こ
の
『
語
文
』
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
刊
行
後
一
年
た
っ
た
も
の
を

大
阪
大
学
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
に
登
録
し
て
参
り
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る

エ
ン
バ
ー
ゴ
を
一
年
間
取
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
科
学
研
究
費
な
ど
の
成
果

は
、
二
〇
二
五
年
度
以
降
に
は
、
そ
う
し
た
エ
ン
バ
ー
ゴ
を
せ
ず
に
オ
ー
プ

ン
ア
ク
セ
ス
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
科
研
費
な
ど
の
成
果
で

あ
る
論
文
を
載
せ
る
学
術
誌
で
あ
る
た
め
に
は
、
刊
行
と
同
時
に
オ
ー
プ
ン

ア
ク
セ
ス
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
、
本
誌
も
そ
の
よ
う
に
進
め

て
行
く
べ
く
図
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
会
員
諸
氏
の
ご
投
稿
を
お
願
い
し

た
く
存
じ
ま
す
。
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